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１．研究計画の概要 
(1)20 年度の計画は，吃音の中核症状の１つ
である連発性吃音の重症度や、それが発生す
る頻度が変化した場吅、聞き手の発話に対す
る反応がどのように変化するかを明らかに
することであった。 
(2) )21 年度の計画は，吃音の中核症状の１
つである伸発性吃音の重症度や、それが発生
する頻度が変化した場吅、聞き手の発話に対
する反応がどのように変化するかを明らか
にすることであった。 
(3) )22 年度の計画は，吃音の中核症状の１
つである難発性吃音の重症度や、それが発生
する頻度および発症位置が変化した場吅、聞
き手の発話に対する反応がどのように変化
するかを明らかにすることであった。 
 
２．研究の進捗状況 
(1)20年度は，Matlab等のソフトウェアを使用
し，人工的に作成した吃音の中核症状を含む
発話サンプルを作成した。非吃音の成人（男
性１名，女性１名）の発話を録音し，コンピ
ューター処理により吃音の中核症状を人工的
に作成した。     
(2)21年度は，人工的に作成した連発性吃音の
発話サンプルを非吃音成人50名に聞かせた。
実験の条件は２つで，①異なるユニット数（
０～３ユニット）と②発吃時の発話速度（倍
速，通常，通常の1/2の速度）であった。実験
参加者に各サンプルを聞かせた後，それぞれ
の流暢度を判定させた。その結果，聞き手は
２ユニット以上で，かつ発吃時の発話速度が
通常の発話サンプルを聞いた時，０～１ユニ
ットの発話サンプルを聞いた時よりも有意に
，２ユニット以上の発話サンプルを非流暢と
判定した。しかし，発吃時の発話速度が倍速

，通常の1/2の速度の発話サンプルを聞いた者
は，１ユニット以上の発話サンプルを聞いた
場吅でも，０ユニットよりも有意に非流暢と
判定した。 
(3)22年度は，人工的に作成した難発性吃音の
発話サンプルを非吃音成人60名に聞かせた。
実験の条件は３つで，①難発性吃音が発症し
ている長さ（200, 300, 400 ms），②難発性
吃音の発症頻度（5%，10%，15%），それから
③難発性吃音が発症する位置（単語と単語の
間，文と文の間，単語内）であった。実験参
加者に各サンプルを聞かせた後，それぞれの
流暢度を判定させた。その結果，難発性吃音
が発症する位置に関わらず，難発性吃音の長
さが300ms以上の時，聞き手はその発話サンプ
ルを非流暢と判定した。また，難発性吃音の
発症頻度が10％と15％の時，難発性吃音が
420msの時の方が，300msの時よりも聞き手は
非流暢と判定した。しかし，難発性吃音の発
症頻度が5%の時は，これら２種類のサンプル
に対する聞き手の判定に有意差は認められな
かった。  
 
３．現在までの達成度 
② おおむね順調に進展している 
(理由) 
 初年度は，プログラミングソフトの扱い方
に慣れることや，自然な発話に近い発話さん
プロを人工的に作り出すため，当初の計画よ
りやや遅れてしまったが，次年度以降はその
遅れを取り戻すべく，順調に研究が進んでい
る。また，本研究に関連する成果として，論
文５件（うち査読有４本），学会発表５件（う
ち国際学会３件）を出していることから，お
おむね順調に進展していると言える。 
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４．今後の研究の推進方策 
(1)現在，伸発性吃音の聞き手の反応につい
てのデータを取得し，分析をしているところ
である。分析が終わり次第，結果を学会等に
おいて発表する予定にしている。 
(2)本研究は吃音の中核症状に対する聞き手
の反応に着目したものであったが，今後は吃
音の二次症状が加わった場吅における聞き
手の反応の変化や，吃音者自身の吃音と正常
発話との聴覚認識バウンダリーについても
研究を推進し，吃音者と非吃音者の間にどの
程度吃音に対する知覚や認知が異なるかを
調べることができる。 
(3)今回の研究は，ある程度の非流暢性が認
められても聞き手は許容できることが分か
ったため，吃音の臨床においても，完全な流
暢性を求めるのではなく，ある程度の非流暢
性があっても聞き手は気にならないという
事実を広く伝えることにより，今後の吃音臨
床のあり方にも示唆を与えることができる
ものと考えられる。 
 
５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
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